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Yukaraを支える技術 
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静的
解析 

動態
検知 

叡智
集約 

未来
予測 

IDEでの開発作業上の
成果と行動を時系列に
沿って把握し、行動と
情報の変化を検知する。
検知情報の表示では

「おもてなし」の心を
持つ 

解析した現在の状態と
検知した人の行動記録
から、未来の状態を予
測する。主眼は開発者
の健康を守ること 

コンパイラからの派生
技術で、開発作業上の
成果やクラウド上にあ
る文書を解析し、特徴
を抽出・操作する 

自分・チーム・企業・
クラウド上の成果から
INDEXを構築し、ナ
レッジベースとコミュ
ニティの統合情報基盤
を提供する 
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Irenka 

Eclipse Plug-inとしてJavaコンパイラと
周辺ツールが用意されている 

用途に応じて作られるエー
ジェントプログラムを組み込
んで、様々な解析が行える 

ソースコードに潜む
様々な情報（リスク、
ナレッジなど）を抽出
したり、解析結果を利
用して自動的に新しい
ソースコードや文書を
生成することができる 
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Moshiri 

検知
ログ 

Irenka 

ファイルの変更・参照
やテストの実行などの
開発作業を検知する 

Javaソースコードの変更は、変
更差分についてIrenkaを用いた
静的解析を行い、開発作業の中
から報告すべき特徴を抽出する 

自動で行われる一連の動作
によって検知・解析された
開発作業動態を、時系列に
沿ってロギングする 

検知ログは直感的で
美しいUIで表示され
る 
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Nisoro 

Irenka 

INDEX  リポジトリ内のソースファイル
の更新ヒストリをINDEX化し、
リビジョンごとかつコード断片
ごとの作業者（＝ナレッジ保有
者）の特定を行えるようにする 

JavaソースコードについてはIrenkaを用いた静
的解析を行い、特徴ごとにINDEX化された検索
しやすいナレッジベースを構築する 

INDEXを利用してソー
スコードの意味論まで
踏み込んだ検索を高速
に実行できるようにす
る 

Irenkaの発展に従って、Java
ソースコードの他にもINDEX
化できるようにする 
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動態検知での大量のログ情報 

監視プロセスに統計分析的手法を組み込む 

×

時間 

重大リスク 
の発生 

リスク 

開発者の行動に潜むリスク 

リスクの発見が遅れ
ると対処も難しい 

未来 
予測 

プロアクティブにプロジェクト 
の進捗状況や開発者の健康など 
の状態変化を把握し分析する。 
リスク対策をSuggestする 

バーンダウン状況を 
フォローし続ける 
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Yukaraで目指すもの 
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ソフトウェア開発の生産性 = 作業時間  × 作業方向性  × 作業効率 
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•  ナレッジの集約と補完から懊悩時間を無くす 

作業時間の最大化 

•  プロジェクト状態を徹底して可視化する 

作業方向性の正常化 

•  作業中の開発者を些事にて妨げない 

作業効率の最大化 
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Yukara 

社内 
INDEX 

Yukara 

OSS 
INDEX OSS 

INDEX 

OSSをサンプルコードとして
再利用→OSSの新しい価値 

IDEに統合されたナレッジクライアントが作業内
容から次に必要になるナレッジを自動的に判定し、
ナレッジベースから引き出してSuggestする 

公開されたOSSリポジ
トリからもINDEXを
構築し、ナレッジがク
ラウドから降ってくる

感覚を提供する 

Yukaraのナレッジベースにソーシャルタグ
機能が盛り込まれ「群衆の叡智」が活用さ
れる 

10 

Yukara-Wisdom
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管理者はマルチモニタ環
境に対応したUIでチー
ム全員の状態を一目把握 

ITS 

カレン
ダー 

Yukara 

Yukara 

Yukara 

Yukara 

Yukara 

SOHOやオフショア等 
遠隔の開発拠点とも情
報のリアルタイム共有 

既存各種のGroupwareやALM
の情報ソースと、開発者それぞ
れの情報を自動or負担少なく連
携することでプロジェクト管理
に必要な間接業務を軽減する 

プロジェクトに関わる
あらゆる事象を可視化
する 

Yukara-Calendar


Yukara-Team




© 2008 The Seasar Foundation and the others, All rights reserved. 

Yukara 

Yukara 

開発者が集中している
「Zone」の状態に入ってるこ
とを自動検知すると、周囲から
の干渉となるコミュニケーショ
ンパスをシャットダウンする 

「Zone」の状態から抜けてい
る時には、電話取り次ぎや相談
などコミュニケーションパスが
復活される 

「Zone」の状態において保留
されていたコミュニケーション
はキューに蓄積され「Zone」
から抜けた時に届けられる 
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Yukara-Team


Yukara-Wisdom
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財務
会計 

人事 
給与 

原価
計算 

Mail 
カレン
ダー 

ワーク
フロー 

SCM 
ITS 

CI 

ALM各製品とは相
互補完関係となり、
提供ベンダーや
OSSプロジェクト
とパートナーシッ
プを構築し、極力
直接競合しないよ
うにする 

既存Groupware
やERPのサーバー
機能を利用しつつ、
ユーザーインター
フェイスの統合・
洗練および自動的
な情報入力を提供
し、データ連携す
る 

商用 

Yukara 
OSS製品 
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ソフトウェア開発会社 
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• Yukara 

開発中リアルタイムに状
況を把握して可視化する
ことで、技術者が「ライ
フハック」的セルフマネ
ジメントを行える。必要
なナレッジはプッシュで
クラウドから降らせる 

技術者を煩わせる事無く管
理のために必要な情報を取
得することで、技術者が
「Zone」に入ることを妨
げずに生産性をあげる 

チームの詳細状況をリアルタイ
ムかつ一目に俯瞰することで、
管理者がプロジェクトリソース
とリスクを高度にマネジメント
できるようにする 

経営者は、プロジェクトの
進捗状況とコストを正しく
迅速に把握し、管理者およ
び技術者の「心技体」への
ケアが可能になり、より働
きやすい素晴らしいソフト
ウェア開発環境実現へ注力

できる 
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頼れる先輩が周りにいないあなたへ 
もう大丈夫、Wisdomがあれば！ 

（オープンソースソフトウェアの本当の価値を享受する） 
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リポジトリなどをクロー
ルして叡智を生成する


叡智 

サンプル 

推薦図書 

OSSコードリポジトリ 

社内コードリポジトリ 

ドキュメント 

検索エンジン 

ローカル環境内で困っ
ている状況を検知分析


世の中から集積してい情報
から状況に応じて届ける
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バイナリおよびソース
コードに対して静的解
析を行って生成した
Indexを含む、独自構
造のファイル「YAR」
を生成


現在のキャレットの
位置情報を元に問
い合わせのための
条件を自動で抽出


YARよりIndexを取り
出し、データベースに
登録する


DB 

現在Wisdomのサー
バーはServletベース
にて、S2JDBCを利
用し実装されている。 
デモ環境はTomcat6, 
H2DBを使用 

• pom.x
ml 

Maven 
POM  Mavenリポジトリ 

バイナリ＆ソースJAR 

Yukara ARchive (YAR) 

Wisdomサーバー 

Java Editor 

条件は型名、宣言
の種別に応じてバイ
アスをかけて抽出


java.lang.Thread 
抽出された検索条件 

抽出パラメータ設定 

状況


非同期でWisdom
サーバーに問い合
わせる


検索結果表示 

OSSクラウドから得
られる叡智が、自動
で届けられる


叡智


OSSクラウドに保持さ
れるソフトウェア資産
をクロール収集する
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•  サーバーを上げる 
–  Tomcat上で動いてます 

•  ビュー操作デモ 
– コーディング時にある懊悩シナリオの説明 
– Wisdom発動 

•  1：タイトルを入力するパターン 
–  Echoエンジンのデモ 

•  2：キャレット位置を変更して再度 
–  タイトルを入力していない 
–  Java Sample Code エンジン 
–  Class、Threadがゴールデンパターン 

– 結果ビューからコピー＆ペースト 
•  ★ソースコード毎にライセンス表示をします 
•  コンテキストメニューをクリックする 
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•  Extension-Pointを通して、動態検知メカニズムや統
一されたUIを利用できる 

•  OSS提供されるエンジンの他、サードパーティによ
る商用エンジンの登場も期待 

拡張可能 
•  JavadocやPDFドキュメントを検索して叡智化する
エンジン 

•  RSSリーダーやTwitterなど情報や娯楽 
•  ITSなどとの連携 

近い将来 
•  例外のスタックトレースが吐かれた時に解決策を

Wisdomが提案 
•  Javadocやコメントを元に実装コードをWisdomが
提案 

魔法環境 
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タイムラインベースにて様々な事象を整理する 
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予定表 

TV番組 

開発における何事でも 

情報 
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
統
一
に
よ
り

 
多
様
な
情
報
の
整
理
を
行
う



Google Calendarな
どクラウドやグループ
ウェアで管理されて
いる予定をEclipseの
開発環境に引っ張っ
てくる 
また、予定と対比して
実績の管理も行える


開発に関わる情報は
何でもタイムラインに
よって軸整理すること
ができる 
ドメイン固有の軸が
異なるデータを同一
のタイムラインで整理
すると何かが見えてく
るのではないか


人生に関わる娯楽情
報も同一タイムライン
で整理したっていい 
どうしても見たいTV
番組であれば、先に
それを見てから仕事
をしたっていいのであ
る
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•  Calendarビュー 
–  Google Calendarとの連携（1） 

•  Eclipse上のビューがGoogle Calendarと同期している 

– 予定の作成・変更 
•  ドラッグ＋情報入力 

–  移動・サイズ変更（下のみ） 
–  All Dayイベントの入力（右部余白クリックで追加） 

•  ★重複ブッキングのUI対応 
•  ★All Dayから時間指定予定に変更 
•  ★予定のカテゴリを変更 

–  Google Calendarへの連携（2） 
•  Google Calendarをリロードすると反映しています 

–  Google Calendarへの連携（3） 
•  Preferenceによる連携間隔設定を説明 
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時間経過に伴うもの 

リスナ通知にて、利
用プラグインへの再
描画の促しや、ア
ラーム通知など


バンド間連携 

バンド間で容易な操作にてデータ連携でき
るように、ドラッグソース、ドロップターゲット
の実装ができるようにする


アイテム描画 

バンド上に自由にア
イテム描画できる。 
Java2d利用ほか


バンド背後のドメイ
ンデータとの接続ブ
リッジを開発するこ
とができる。 

• Google Calendar 
• 実績入力 
• 作業ロギング 
• ITS 
• Eclipseの上げ下げ 
• Twitterなどの流し
込み 
• チャットログなど


ローカルストレージ 

ロー
カル 

クラ
ウド 

データソース 

常時接続環境でなく
ても、ローカルに
キャッシュデータ
ベースを持っている
ので、データ操作可
能


バンド追加 

自由にタイムライン
を共有する「バンド」
を追加できる
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魔法 

•  OSSの本来の
意味を引き出
す
「Wisdom」 

• ライフハック
集大成
「Calendar」 

予告 

•  9月末リリース 
• 次プロダクト
計画「Team」 

募集 

• コミッタ募集 
• 社員募集 
• サードパー
ティ募集 
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ご清聴ありがとうございました 

質問コーナー　13:45~14:10 
http://www.ashikunep.org/ 
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